
別記様式12号
島原警察署協議会令和８年度第２回会議議事概要

日 時 令和８年８月３日（月）13時30分～14時40分

場 所 島原警察署４階講堂

１ 協議会
中村会長 上田委員 桑島委員 柴田委員 松﨑委員 濵村委員
吉川委員

出 席 者 ２ 警察署
松本署長 大山副署長 井上警務課長 出口生活安全課長
松永交通課長

３ 書 記
警務係長

１ 提出意見に対する推進状況について
署長から、令和８年度第１回定例会における提出意見に対する推

進状況について、次のとおり説明があった。
(1) 道路交通法改正を踏まえた交通指導取締りについて
ア 街頭活動時における自転車に対する取締りの実施
イ 交通安全教育における自転車運転時の交通ルールについての
周知徹底

(2) ニセ電話詐欺防止に係る広報活動の強化
ア 令和７年12月末の認知状況
(ｱ) 長崎県内
(ｲ) 島原警察署管内（島原市内）

イ 令和８年６月末の認知状況
(ｱ) 長崎県内

会議の状況 (ｲ) 島原警察署管内（島原市内）
ウ 広報啓発活動の実施
(ｱ) コンビニエンスストアに「せっと君」を新規設置
（ｲ) 生活安全ニュースの発信
(ｳ) ケーブルテレビやラジオ等による情報発信
(ｴ) 大型電光掲示板による情報発信
（ｵ）年金支給日におけるキャンペーンの実施
(ｶ) 交通キャンペーンと協同した広報啓発活動の実施
(ｷ) 包括支援センター（犯罪なく３ば運動推進モデル事業所）
における防犯広報の実施
(ｸ) 島原地域広域市町村圏組合を通じた関係機関への広報の実
施

（ｹ) 関係機関等におけるポスター等の掲示
(ｺ) 島原市公式ＬＩＮＥによる広報啓発
(ｻ) 島原警察署来庁者に対する警察庁推奨アプリ利用の促進

エ 防犯講話の実施
(ｱ) 犯罪なく３ば運動推進モデル事業所における防犯講話
(ｲ) 関係機関会議出席時の防犯講話
(ｳ) 高齢者学級における防犯講話
(ｴ) 島原国際日本語学校生に対する防犯講話



(ｵ) コンビニサポートポリスによる対象店舗への防犯指導等
(ｶ) 市内各公民館における防犯講話
(ｷ) 民生委員児童委員らに対する防犯講話
(ｸ) 各高校に対する防犯講話

オ その他
(ｱ) 令和８年度犯罪なく３ば運動推進モデル事業所の指定
(ｲ) 署長感謝状贈呈
(ｳ) 撃退器の設置
(ｴ) 市内各高校に対する『闇バイトは犯罪』に関する広報の実
施

(3) ニセ電話詐欺等取締り状況

２ 令和８年４月から６月までの業務重点推進結果
署長から、次のとおり説明があった。

(1) 追悼慰霊に伴う広報活動の実施
(2) ニセ電話詐欺等被害防止対策の実施
(3) ニセ電話詐欺事件等被疑者の検挙活動の実施
(4) 高齢者の交通事故対策の実施

会議の状況 ア 令和８年６月末の島原警察署管内の交通事故発生状況
イ 高齢者への交通安全講話の実施
ウ 高齢者宅訪問の実施

(5) 梅雨期を見据えた資機材の使用訓練の実施

３ 令和８年７月から９月までの業務重点推進計画
署長から、次のとおり説明があった。

(1) 警察官、警察事務職員採用募集活動の推進
(2) ニセ電話詐欺被害防止対策の推進
(3) 街頭犯罪の検挙活動の推進
(4) 自転車の交通事故防止対策の推進
(5) 雑踏事故防止の推進
(6) 治安警備訓練の推進

４ 令和８年下半期の速度取締り指針について
交通課長から、次のとおり説明があった。

(1) 速度取締り指針
(2) 島原警察署管内における交通事故の発生状況
(3) その他の交通指導取締り

各委員からの提出意見について事務局から次のとおり報告があり、
会長による委員への確認の結果、全会一致で了承された。

提 出 意 見 ○ 複合災害に対する事前準備と諸対策の推進について
近年、国内において大規模自然災害が発生している中、令和８

年熊本地震が発生するなど、今後台風・津波・地震などが複合す
る災害が発生する可能性があることから、複合災害が発生した場
合の諸対策を推進してもらいたい。


